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and EConomy fn jal,a 1677-1726:ノ1slan and

























































と,プライベート船舶の輸入品はキンマ ･藤 ･鉄 ･
阿片 ･少量の綿であ り,輸出品は干魚 ･赤色染料



















































第 2部 (第 5- 8章)では経済に関わる様々な
テーマが扱われる｡ 第 5章では,パシシルの町々
(towns)が1680年頃を境 として変化 したことが指












































































に至 ってようや く平定 された｡以後 ジャワ島は













































































































中国人 ･ ｢原住民｣庶民がvOC･レヘン ト･中国
人エリー トと対決するというエスニシティを越えた
階級的対立の図式が,実際に武力闘争の形で認めら
評
れたのはデマク近郊に限られた｡華僑騒乱とその社
会経済的背景を分析するにあたり,ジャワを越えた
レベルからデマク近郊の地区レベルに至るまで,也
域を重層化 して把捉することは,この騒乱を第 1-
3次ジャワ継承戟争や19世紀のジャワ戦争と比較 し
位置づけるという,より大きな課題のためにも重要
であろうo
ついで本書におけるバタビアとパシシルとの交易
の分析をみると,その具体像の提示は非常に興味深
いものの,分析に際 して文書の枠組みの安易な利用
が気になる,著者が主に利用した史料はバタビア城
口話であり,その中のパシシル諸港からバタビア-
入港 した船舶と,バタビアからパシシル諸港に出航
する船舶の記録である｡そしてそこからパシシルの
輸出額と輸入額を算出し,差額をパシシルの ｢ナシ
ョナル ･インカム｣と名付ける｡しかしマタラム支
配下のパシシルの ｢ナショナル ･インカム｣が,マ
クラム王国全体の交易収支と如何なる関係にあるの
かは,算出し得ないためか言及が無い｡さらに輸入
額と輸出額の年代毎の推移は全パシシルの合計値で
のみ示されるが,Knaapの著書同様,戦乱の激 しか
った年やVOCの勢力の及びにくい地域の数値は何
処まで実態を反映 しているだろうか｡また交易に携
わる中国人については,VOCとジャワ社会との仲
介者 としてVOCの方針に従順であった側面が描か
れるが,ジャワ島以外にもネットワークを持つ中国
人が交易においてVOCの意向に従っていただけと
は思えない(,オランダ植民地文書では,支配下にあ
令,経済の項ではオランダのコントロール下にある
経済活動の展開が主な内容となり,政治の項では,
政治的に不穏な動きと武力行使が主な内容となるの
が常態である｡
以 L,両書ともi:.題および分析方法の研究史上へ
の位置づけ,および史料としてのVOC文吉の限界
をより明確に示すことが望まれるoNagtegaalが言
うように,社会経済史においては現地語史料は極め
て限定的にしか利用できないが,vOC文書の相対
化には他のヨーロ ッパ語史料の使用に始 まり,生
響,地理,農学,海洋関係諸学の成果の活用など開
発叶能な方法が様々にあると思われる｡
(大橋厚子)
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